
専修大学・人間科学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６３４

基盤研究(C)（一般）

2023～2019

裏切りの隠蔽と検出における無意識的過程

The unconscious processing of cheater detection and its counter actions.

４０４３３８５９研究者番号：

大久保　街亜（Okubo, Matia）

研究期間：

１９Ｋ０３３８４

年 月 日現在  ６   ６ １７

円     3,200,000

研究成果の概要（和文）：協調行動は、ヒトの社会に見られる普遍的な特徴である。ただし、裏切りがあると協
調関係は成立しない。本研究では、協調行動を成立させる鍵となる裏切りの検出と隠蔽におけるダイナミクスを
検討した。それにあたり、「裏切りシグナルの隠蔽やその検出は無意識的な過程か、それとも意識的か?」とい
う疑問を設定した。刻一刻と変化するコニュニケーションにおいて、裏切のシグナルを隠蔽し、それを掻い潜り
検出することは、時間的にも資源的にも負担が掛かる。その負担を考慮すると、これらの処理は無意識的・自動
的に行われると考えられる。行動実験、瞳孔径計測の結果から、裏切りのシグナルの隠蔽は無意識的に行われる
ということを示した。

研究成果の概要（英文）：Cooperation is a universal feature of human society. However, mutual 
benefits from cooperation are at risk if there are cheaters or free riders during the cooperative 
interactions. The present study investigated the levels of consciousness for the dynamics of 
cheating in cooperative behavior. We have shown that cheaters in cooperative behavior use a fake 
smile to disguise their uncooperative attitude, improving facial trustworthiness. In this study, we 
measured the conscious level of such smiles. We found that cheaters unconsciously chose the most 
effective way to be perceived as trustworthy, using lateral posing biases and pupil dilations.

研究分野： 認知心理学

キーワード： 裏切り　意識と無意識　表情　笑顔　信頼感

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
協調行動の継続のためには裏切りを防止しなくてはならない。しかし、事前の防止は難しい。今回の結果でその
理由の一端が明らかになった。裏切り者は信頼できるように見えるよう表情やポーズを無意識的にとっていた。
果てには、意識的にコントロールできない瞳孔の散大まで行なっていることがわかった。これらが裏切りの検出
を困難にしていると考えられる。裏切り意図の隠蔽に、裏切り者の無意識的な行動が寄与しているなら、本人の
意図にかかわらずそのような行動をしていることになる。したがって、ルール等による規制では防止が困難であ
る。今回、確認された行動特徴などを利用した裏切り防止のための方策を将来的に検討すべきであろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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1. 研究開始当初の背景 
協調行動は、ヒトの社会に見られる普遍的な特徴である。ただし、協調行動における裏切り者を排

除できなければ、裏切り者が一方的に利益を得て、協調者は不利益を被る。それでは長期における協
調行動は成立しない。そこで進化心理学の草分けである Leda Cosimides は「ヒトには協調行動におけ
る裏切り者を検出するメカニズムが組み込まれている」という仮説を立てた (Cosmides, 1989)。この仮
説は現在も繰り返し引用され、強い影響力がある。 

 しかし、裏切り者の検出は簡単でない。新聞を賑わす特殊詐欺はその典型例であろう。日常の例だ
けでなく、実証的なデータも裏切り検出が簡単でないことを示している。最近のメタ分析の結果でも、
見た目の信頼感と実際の行動（裏切りをするか否か）には弱いせいの相関しかなかった(r = .14, Foo et 

al., 2021)。申請者は、理論的には説得力がある Cosimides の仮説が単純には支持されないことを説明す
る「作り笑いによる裏切りシグナル隠蔽説」を立案し(Okubo et al., 2012)、独自の枠組みで研究を進め
て来た。Todorov によれば、笑顔は信頼感を高め、協調のシグナルとなる(レビューとして Todorov, 2017)。
一方、怒りなどネガティブな表情は相手に不安を与え、非協調すなわち裏切りのシグナルとなる。こ
のような表情と信頼感の関係から、申請者は、裏切り者が作り笑いにより裏切りシグナルを隠蔽し信
頼感を高め、裏切りの検出を逃れると考えた。この説明は申請者による研究から支持されてきた。こ
れまでの研究から、全体として裏切り者は、協調者より信頼感が低く見えるものの（裏切りの検出）、
金銭をやり取りするなど信頼関係が求められるコミュニケーション場面では、笑顔を見せることが示
された(Okubo et al., 2012, 2013, 2018)。そして、感情が強く出る顔の左側を相手に見せて笑顔を浮かべ
ることで、見た目の信頼感が高まり、結果として協調者と同じくらい信頼できるように見えることが
明らかになった（裏切りシグナルの隠蔽, Okubo et al., 2012, 2017, 2018）。 

2. 研究の目的 
本研究では、裏切りの隠蔽と検出に関する疑問、すなわち「裏切りシグナルの隠蔽やその検出は無

意識的な過程か、それとも意識的なものか？」への回答を目的とする。それにあたり、申請者がこれ
まで構築してきた裏切り検出の実験パラダイムを発展させ、金銭をやり取りする経済ゲームにおける
裏切りの検出と裏切り意図の隠蔽場面を設定し、それぞれの意識レベルを測定する。具体的には、表
情の表出を中心にした顔由来の情報に着目し、(1)裏切り意図の隠蔽における意識レベルを測定する手
法を開発し、(2)それを使い経済ゲーム中に生ずる裏切り意図の隠蔽における意識レベルを測定した。
さらに(3)意図的にはコントロールできない瞳孔反応に着目し、裏切り行為に伴う瞳孔の反応を測定し
た。また、これらの目的を達成するための準備として、意識レベル測定の基礎研究、顔情報処理の基
礎研究を行なった。 

3. 研究の方法 
意識レベルを測定する手法として、Dienes and Scott (2005) の構造知識帰属法を発展させた。この手

法では、デタラメ、直感、親近性（以上、無意識レベル）、経験の想起、規則（以上、意識レベル）と
いう連続的な 5 段階を想定し、帰属する段階を行為者に評定させるという手法を用いる。本研究では、
裏切り意図の隠蔽に用いられる左顔ポーズの意識レベルを構造知識帰属法で測定した。第 1 段階でポ



ーズに対する測定ができるよう構造知識帰属法に調整を行った。そして、第 2 段階で調整済みの手法
を用い、経済ゲーム中に生ずる裏切り意図の隠蔽行為の意識レベルを測定した。裏切り意図の隠蔽行
為としては、相手に左顔を向けるポーズを対象とした。 

瞳孔の測定については、新型コロナ感染症の影響もあり、元々の計画を変更して実施した。元々の
計画では、経済ゲーム遂行中の瞳孔反応を眼球運動追跡装置で測定する予定であった。しかしながら、
新型コロナ感染症の感染拡大のため、研究期間のうち 2 年ほどは対人の実験が非常に困難であった。
そのため、この研究計画を実施する上で基礎となった我々の研究、Okubo et al. (2017)で撮影した顔写
真を使用した。この顔写真は、経済ゲームで対戦相手に提示するために、できるだけ信頼できる表情
とポーズを参加者にとってもらい撮影したものだった。このできるだけ信頼できる表情を浮かべた写
真について画像解析を行い、瞳孔サイズを測定した。 

4. 研究成果 
(1)意識レベルの測定 

Okubo and Oyama (2021) ではポーズに対する意識レベルの測定ができるよう Dienes and Scott (2005)

構造知識帰属法を調整した。感情表出を求めたポーズで参加者は左顔ポーズを、感情表出を隠蔽する
よう求めた参加者は右顔ポーズをとった。これらのポーズについて、意識レベルを評定してもらった。
感情表出を求めたポーズでも、それを隠蔽したポーズでも、参加者は「デタラメ」、「直感」という無
意識レベルであると評定することが多かった。意識してポーズをとっている（「経験の想起」、 「規則」）
を選択した参加者はほとんどいなかった。この結果は、感情表出するポーズも隠蔽するポーズも無意
識に参加者はとっていることを示唆している。また、この結果からポーズの左右差についても、Dienes 

and Scott (2005)の構造知識帰属法を用いて意識レベルを測定することが明らかになった。 

 さらに、ポーズについて調整を行なった構造知識帰属法を用いて、Okubo et al. (2017)で行なった顔
写真を用いた信頼ゲームの実験を追試した。そして、ポーズに対する意識レベルを測定した。実験を
実施したところ、裏切り者が左顔ポーズを取りやすいという結果が再現された。さらに、上述の感情
表出の実験と同様に、ポーズについての意識レベルは無意識であることが明らかになった。左顔ポー
ズにより、裏切り者における見た目の信頼感が上昇することを念頭に置くと(Okubo et al., 2017)、この
結果は裏切り者が無意識的に裏切り意図の隠蔽を行っていることを示唆する。 

加えて、意識レベルを測定する基礎研究として、最も意識的に認知される左右行動である利き手に
ついて検討して。そしてその関連で、利き足の尺度を開発し(大久保他, 2022)した。また、利き足、利
き手に関する日常行動である歩行時に生ずる接触の左右差に
ついても検討した(Okubo, 2023)。加えて、戦略的ゆえに意識的
に選択される格闘技の組み手に関しても調査を行い、その結果
を国際的な学術誌に掲載された(Okubo, 2022)。 

(2)瞳孔反応の測定 

 Okubo et al. (2023) では、瞳孔反応という意図的にはコントロ
ールできない反応に着目した。瞳孔は感情の覚醒度が上がると
散大する。特に喜び、すなわち、笑っているときにそれが顕著
である。笑顔は信頼感を上昇させるため(レビューとして、
Todorov, 2017)、結果として瞳孔径が散大すると他者から信頼で

図 1. 経済ゲームにおける裏切り回数
と瞳孔散大。裏切り回数が多いほど瞳
孔が大きく散大した。 



きるように見える (Kret & De Dreu, 2019)。ただし、瞳孔径は意図的に変化させることができない。し
たがって、瞳孔径の散大は無意図的、無意識的な信頼感上昇のシグナルと考えることができる。我々
は、この論文で信頼できるよう表情を作ると瞳孔径が散大することを示した。さらに、図 1 に示した
ように、この瞳孔径の増大は裏切り者ほど大きくなった。これらの結果は、人々が無意図的・無意識
的に瞳孔径を介し信頼シグナルを発することを示している。しかも、裏切り者はそれを協調者と比べ
て、もっと的確に用いていることがわかった。 

 瞳孔径を測定するにあたり、眼球の認識に関する基礎的な研究を行った。その過程で視線逆ストル
ープ効果という現象について、従来の研究とは異なり、視線刺激以外の刺激でも生ずること(Tanaka et 

al., in press)や顔を上下逆転しても生ずることを示した(Tanaka et al., 2023)。視線逆ストループ効果は、
文字通り、視線だけで生ずると考えられていたため、非常にインパクトのある発見となった。さらに
顔の向きなどこれまでの研究では視線と同様の役割を果たすとされてきた刺激で、逆に、逆ストルー
プではなく、典型的なストループ効果を観察するなど(Tanaka & Okubo, 2024)、従来の知見を覆す成果
を数多くあげることができた。そのほかにも顔の魅力に空間周波数成分が果たす役割を明らかにした
り(Laeng et al., 2020)、それについて文化差があることを示したりすることができた(Saneyoshi et al., 

2022)。 

(3)まとめ 

 「裏切りシグナルの隠蔽やその検出は無意識的な過程か、それとも意識的なものか？」という疑問
を設定し、行動実験や瞳孔径計測を用いてこの疑問への回答を試みた。新型コロナウィルス感染症の
感染拡大など、ヒトを対象とした対面での実験を柱とした今回の研究計画を実施するにあたり重大な
困難があった。それにもかかわらず、制限があるなかなんとか成果を上げることができた。対面での実
験をオンラインに切り替えたり、既存の画像素材を用いた検討に切り替えたりするなど、臨機応変な
対応が出来たからであろう。困難な状況の中、創意工夫を重ねて行った行動実験および瞳孔径計測の
結果から、本研究において裏切りシグナルの隠蔽やその検出がおおよそ無意識的な過程を反映するも
のであることを明らかにすることができた。 
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